
平成27年度生涯学習関係職員実践講座（基礎編②）報告

　佐賀県立生涯学習センターでは、生涯学習・社会教育関係職員に必要な知識や実践力を身につける「生涯

学習関係職員実践講座」（基礎編・実践編・課題編）を行っています。

　6月26日（金）、10月16日（金）の2日間、『社会教育職員論～それぞれのカタチ～』と題して、基礎編を開催し

ました。

　今回は、10月16日（金）に開催した2日目の様子をお知らせします。今回初めて、会場をアバンセから市町に

移しました。記念すべき出前方式の第1回は武雄市 。武雄市教育委員会との共催で開催しました。

　※1日目の様子は、 コチラ.pdf(1355KB; PDFファイル)をご覧ください。

 

2日目　10月16日（金）　会場：武雄市文化会館2階　集会室B（武雄市）

 「地域づくりのための学習プログラムの企画・運営」

 【講　師】

 　青山　鉄兵さん（文教大学人間科学部専任講師）

 

　ご講義いただいた青山鉄兵さんは、青少年の体験活動

の支援のあり方について研究をされています。また、東

京YMCA長期キャンプ「野尻学荘」や聴覚障害児の学校

外支援活動などの実践活動もされています。これまでの

実践とご研究から、「学びの場」をどのようにして作ってい

くのか、「学習プログラム」の意義や作成する上での視点

について、ご指導いただきました。

 

 

 

 ウォーミングアップ

 　まずはウォーミングアップ。参加者みんなで輪になりました。そして、順番に「1」「2」「3」「…」と数字を言って

いき、タイムを計りました。講座開催時は、かたい雰囲気だった会場が、それだけで笑いが溢れ、暖かな空間

へと変わっていきました。そのほか、2人一組になっての自己紹介など、会場の雰囲気づくりも学ぶことができ

ました！

 

 

講義「プログラムデザインを考える視点～社会教育施設と地域づくり」

　青山先生が最初に言われたのは、「プログラムをデザインするにあたり、重要なのは『何をするか』よりも『何

のためにするか』」ということでした。プログラムは手段であり、「何のために」を考えた時に、必ずしも予定通り

（プログラム）に進めることは重要ではない。私たち社会教育職員は、その場の雰囲気に応じた“しなやか”な

対応が求められており、「地域づくり」の重要性が叫ばれている中で、社会教育施設だからこそ出来る「地域

づくり」を考えなければならないとお話いただきました。

 

 

 

 

ワーク①「『何のために』を考える」 

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0007/4353/118121184422.pdf
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

　次に、目指すべき「地域のつながり」とは、具体的にどんなイメージなのかをグループごとに共有しました。

地域がつながると、どんな行動が起きたり、どんな状態になるのでしょうか。その具体的なイメージを実現させ

るために、社会教育施設ができることを、地域における重要度と取り組みやすさから整理しました。

　ややもすると、「地域づくり」という抽象的なイメージのままプログラムを企画しがちです。抽象的な目標を具

体的なものに変換し、目標（何のために）を共有することの重要性を改めて学びました。

 

 

 

 

ワーク②「目的に応じたプログラムのアレンジ」

 　最後に、既存のプログラム（3種類）を「地域づくり」につなげるプログラムへとアレンジするワークを行いまし

た。グループで、どのプログラムをアレンジするか、そのプログラムを通じて参加者にどのような変化を起こし

てもらいたいのかを話し合いました。そしてそのためには、どのような工夫やアレンジが有効か、アイデアを出

し合いました。アイデアをまとめた後は、縁日形式で他のグループを見て回り、今日の成果を共有しました。

 

 

　今回の講座で、事業を実施する際に、「何のために」を忘れることなく、悩む（アレンジを繰り返す）ことが大

切だと青山先生より教えていただきました。次年度の事業企画と運営には、施設らしさと自分らしさを盛り込

んだアレンジをぜひ

 

 

 

 

 

受講生の声（講座アンケートより抜粋）

何のためにを常に意識して、少しずつでもアレンジをしていきたいと思います。

ワークショップ方式で意見を共有できたところがよかったです。

仕事の目的を再確認できた。

非常に実践につながるワークショップでした。明日から役立てます。

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2661/_2725.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

